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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、次のことが明らかになった。第一に、江戸庶民が日本の「領域」を意識してき
た、その経過と変遷である。第二に、歴史上の日本意識の高揚の理由や、国家と地域の齟齬と
いう問題に気付くことになった。第三に東アジアにおける「華夷意識」が、日本においても国
家と地域の関係に大きな影響を与えていることが認識できた。総じて、近世では近代とは異な
る日本意識が様々な形で表現されていたことがわかった。また大学院博士課程の学生たちが、
自らの研究の中で「日本」意識を考え、研究に取り入れるようになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research has revealed points as below: 
1) The general public in the Tokugawa period had become conscious of the domain of the 
whole country: the process and its transition 
2) The framework of the country was more strongly aroused in a crisis or by direct/indirect 
contact of foreign people and their culture; but there was disparity between the centre 
and the provinces.    
3) Perception of Sino-centric order in East Asia was adapted to Japan and applied to 
relations with the centre and the provinces/periphery. 
4) As a whole,“Japan” was represented in various forms in the Tokugawa period, which 
are different from those in the modern period. 
 
In addition, our project has stimulated graduate students in International Japanese 
Studies Institute of Hosei University to introduce the viewpoint of how national 
consciousness was formed. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1)法政大学国際日本学研究所で 2002年度～
2006 年度にわたって取り組まれたプロジェ
クト「富士山をめぐる日本人の心性」に淵源
を持つ。富士山がいかにして日本を象徴し日
本人の精神を支える存在となったのかを多
角的に検討する中で、他の面でも「日本」的
なるものの形成と認識の過程を探る必要が
あるという議論となった。 
(2)さらに、国際日本学研究所において、古
代から近代にわたる日本意識研究が開始さ
れ、それを近世の庶民文化の中で考える必要
があると考えた。 
(3)もうひとつの背景は、法政大学に田中優
子、小林ふみ子、横山泰子など近世文学研究
者が集まっていたことである。文学部だけで
はなく、複数の学部にまたがり、近世文学、
近世文化をそれぞれ研究していた。さらにそ
の研究スタイルが、図版を扱う、他分野に精
通しているなどの共通点があり、その関係で
国際日本学研究所に集まっていた。そこで、
中世文学者で近世に至るまでの印刷・出版に
も詳しい小秋元段、中国文学者で近世日本文
学との関係を深く研究している大木康の助
けを借り、近世庶民文化に集中して日本意識
の研究を開始することとした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、近世期の日本、とりわけその
17-18 世紀の大衆文化を対象に、その表現か
ら当時の「日本」意識を明らかにすることを
目的とした。近世日本を生きた人々は、外と
の関係において「日本」なるものをどのよう
な時に、いかに認識し、自らのアイデンティ
ティとしてどう捉えたのか。これまで日本思
想史の分野で多く行われてきたその研究を、
出版・演劇等を介して広く大衆が享受した文
学・文化の次元で見直す必要があると考えた。
とくに異文化の受容にあたって意識された
「日本」とは何かを理解することで、近代的
ナショナリズムによって提示されるステレ
オタイプな「日本」像とは異なる、広く開か
れた「日本」的なるもの、および、アジアと
共有可能な「日本」意識のあり方を示すこと
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 「近代におけるナショナリズムとの相違の
検討」「対外認識や異文化受容の裏側にある
日本意識表現の研究」「地域アイデンティテ
ィと日本意識の関係の研究」という３つの柱
を立てた。研究対象は、文学・文化史上よく
知られた作品だけでなく、当時、大衆的に受
容された種々の作品や実用的・教訓的なもの
まで含めた。とくに地図類の収集によって、
参勤交代、旅、出版などが日本の領域意識を
どう作っていったかに注目した。また、地方
文化を見ることで、中央と地方がどのように
アイデンティティ創造にかかわっていった
かを考察した。同時に見世物や戯作や物語に、
異国人がどう描かれたかを認識することで、
「同国人」意識の形成を検証した。 
 
４．研究成果 
(1)2010 年度の参勤交代や地図の研究、2011
年度の国際シンポジウムにおける「日本意識
と対外意識」研究、2012 年度における「みち
のくワークショップ」およびシンポジウム
「江戸人の考えた日本の姿－世界の中の自
分たち－」、そして継続しておこなった近世
地図類の購入により、江戸庶民が日本の「領
域」をどう意識してきたか、その変遷を把握
することができた。単に地図上の認識という
だけではなく、実際に国内を徒歩や船で旅す
ることで、日本の領域を多くの人が意識する
ようになり、それは同時に領域外への関心を
呼び起こした。 
 また、朝鮮通信使、琉球使節、オランダ商
館長たちの江戸滞在によって、実際に外国人
と接触するようになったのが、江戸時代の特
徴であり、庶民はそれらを一種のイベントと
して受け容れた。さらに漢詩、漢文の庶民生
活への浸透は、同時に日本語や日本文化の独
自性への意識を生み出すことになり、それら
外国との接触が江戸庶民文化とその日本意
識の特徴であることも明確になった。 
 琉球や朝鮮、東北や北海道への関心だけで
なく、世界にどのような人々が暮らしている
かに対する関心も高まった。海外旅行はでき
なかったので、その想像は前時代からの造形
をもとに新しい要素を付け加えることにな
り、それが庶民文化の新しい表現に流れ込ん
だことは、数々の浮世絵で明らかになった。
世界に関する多様な文化表現は、大衆に異国
とは異なる自分たちの国としての日本を意
識させ、日本意識を涵養したことが認められ
た。 
(2)東日本大震災を契機に、研究に「国難」
や「みちのく」を導き入れることになり、歴
史上の日本意識の高揚の理由や、国家と地域
の齟齬という問題に気付くことになった。蒙
古襲来に代表される国難が日本の意識を高
めたことは確かで、そのことは江戸時代の文
化にも痕跡を残し、幕末の開国におけるナシ
ョナリズムの高揚にもつながったと考えら
れる。  
(3)研究全体を通して、常に直面してきたの
が「華夷意識」の問題であり、この秩序が東
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アジアおよび、国家と地域の意識に大きな影
響を与えていることが認識できた。中国を中
心とする「中華型華夷意識」を日本が受容し
ながら世界の中で自国を位置づけようとす
る時、自国を中心とする「日本型華夷意識」
が生じることが認められたうえ、華夷意識が
日本国内の都鄙意識とつながることも考察
された。今後は、華夷意識が内包する問題点
を共有したうえで、東アジア諸国の「各国型
華夷意識」との共通点を探る研究が可能にな
ると思われる。 
(4)2010 年度より始めた岩波思想大系の中の
１７・１８世紀のテキストのスキャニングと
データ化とその使用により、大学院博士課程
の学生たちが、自らの研究の中で「日本」意
識を考え、研究に取り入れるようになった。 
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